
産業建設常任委員会 
 

日 時  令和４年５月２５日（水）午後１時３０分～ 

場 所  第３委員会室 

 

 

１ 開議 

 

２ 案件 

（１）  行政報告 

①  開発許可制度に係る京都府開発審査会付議基準の一部条例化につ

いて     

②  亀岡運動公園競技場改修について 

（まちづくり推進部） 

③  鶏卵ＧＰ（選別包装）センター建設補助事業について 

④  亀岡市土づくりセンター有機肥料生産用車両の整備について 

（産業観光部） 

 

（２）  行政視察の総括 

①  新規就農者への支援及び農産加工品の取組について 

②  鳥獣被害対策について 

③  木質バイオマスの取組について 

 

（３）  委員会テーマと委員会の今後の取組 

 

３ その他  
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開発許可制度に係る京都府開発審査会付議 

基準の一部条例化について（資料 1、2） 
（亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部改正（案）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月２５日（水） 

まちづくり推進部都市計画課 
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資料１ 

 

１ 条例改正の目的 

 京都府開発審査会付議基準（以下「付議基準」という。）の一部を亀岡市都市計画法に基づく

開発許可等の基準に関する条例（以下「条例」という。）に移行し、開発許可手続きの迅速化・

簡素化を図る。 

 

２ 付議基準とは 

開発許可制度において、市街化調整区域での開発行為又は建築行為は都市計画法第 34 条各号

のいずれかに適合するものでなければ許可を行うことができないが、同法第 34 条第 1号から第

13 号までのいずれの規定にも該当しない場合であっても、本市が定める付議基準に適合するも

のであり、周辺の市街化を促進するおそれがなく、市街化区域内で行うことが困難又は著しく

不適当と認められるものについては、京都府開発審査会の議を経て許可することができるとし

ている。 

現在本市では 15項の具体的基準を定めている。 

 

３ 付議基準の条例化について 

京都府においても同様に付議基準を定めており、基準への適合性の判断が定型的、かつ、明

確に行うことができる基準については、許可手続きの迅速化・簡素化を図るため、あらかじめ

開発審査会の議を経たものとして許可事務を進める「事後報告案件」として取り扱っている。 

本市においては、開発許可制度に係る事務委任を受けた際（平成 29年 4月）に、当時京都府

が事後報告案件として取り扱っていた付議基準について、一部を除き条例化を行い、許可手続

きの迅速化・簡素化を図っている。 

 

開発許可制度運用指針（国の技術的助言） 抜粋 

Ⅰ-６-11 第 12 号関係 

（１）開発審査会の審査基準のうち定型的なものは原則条例化することが可能であり、実

務の積み重ねがあるものは条例化の対象となるものと考えられる。（中略）条例の制定

は、開発許可基準の明確化と開発許可手続きの迅速化、簡素化に資するものであるこ

とから、開発審査会で包括承認等の取扱いを行っている開発行為については積極的に

条例の対象とすることが望ましい。 

 （２）審査基準として定められているものの他にも定型的なものであれば開発審査会の承

諾を受けて条例化することも可能（中略）条例制定に当たっては、対象とされる開発

行為が「開発区域の周辺における市街化を促進するおそれがないと認められ、かつ、

市街化区域内において行うことが困難又は著しく不適当」なものであることが定型的

に認められる必要があり、開発審査会の承諾の他、（中略）が望ましい。 

 

４ 今回条例化する基準 

（１）付議基準第６項「災害危険区域等からの建築物の移転」 

６ 建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 39 条第１項に規定する災害危険区域等災

害の発生のおそれがある区域から建築物又は第一種特定工作物を移転する場合で、従

前とほぼ同一の用途及び規模の建築物又は第一種特定工作物を従前とほぼ同一の規模

の敷地に建築又は建設するもの 

理由：次の２点の審査であり、適合性の判断が定型的かつ明確に行うことができる。 

     ① 従前の建築物等が災害危険区域等の区域内に位置すること。 

     ② 従前とほぼ同一の用途及び規模の建築物の建築等であること。 

     激甚化・頻発化する災害に対応するため、迅速な移転の必要性が高まっている。 
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（２）付議基準第 10項１号「既存の土地利用を適正に行うために必要な最低限の管理施設の建築」  

10 やむを得ない事情が認められ、周辺の土地利用に支障を及ぼさない場合で、次のい

ずれかに該当するもの 

⑴ 原則として露天の資材置場又は駐車場として、現に適正に使用されている土地の出

入口等に建築する管理棟（概ね５平方メートル以内）と便所 

理由：次の２点の審査であり、適合性の判断が定型的かつ明確に行うことができる。 

     ① 原則として露天の資材置場又は駐車場として、現に適正に使用されている土地で

あること。 

     ② 上記土地の出入口等に建築する管理棟（概ね５㎡以内）と便所であること。 

 

⇒令和４年３月 23 日開催の第 180 回京都府開発審査会において、上記（1）（2）の基準を条

例化することについて照会し、承諾を得ている。 

 

 

５ 今後の予定 

亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の改正 

⇒付議基準第６項及び第10項１号を条例に移行すべく令和４年６月定例会への上程を予定 
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６ 参考（開発審査会付議基準一覧 府市対照表） 

開発審査会付議基準（京都府） 開発審査会付議基準（亀岡市） 

 
事後報告 
承認年月日 

 条例化 

１ 農家の世帯分離のための住宅 H20.9.11  H29.4.1 
２ 非農家の世帯分離のための住宅 H20.9.11  H29.4.1 
３ 収用対象事業の施行による移転

又は除却 S58.5.28  H29.4.1 

４ 神社仏閣、宗教施設  １ 神社仏閣、宗教施設  
５ 研究対象が市街化調整区域内に

存する場合等の研究施設  ２ 研究対象が市街化調整区域内に
存する場合等の研究施設  

６ 市街化調整区域内の事業所に従
事する者の住宅、寄宿舎等  ３ 市街化調整区域内の事業所に従

事する者の住宅、寄宿舎等  

７ 既存集落内における自己用住宅  ４ 既存集落内における自己用住宅  
８ 地区集会所等の法第29条第１項

第三号の施設に準じる施設  ５ 地区集会所等の法第 29 条第１項
第三号の施設に準じる施設  

９ 災害危険区域等からの建築物等
の移転 H28.12.22

６ 災害危険区域等からの建築物等
の移転 

６月議会 
上程予定 

10 （削除）    
11 運動、レジャー施設等の附属建

築物  ７ 運動、レジャー施設等の附属建 
築物  

12 第二種特定工作物に併設する宿
泊施設  ８ 第二種特定工作物に併設する宿

泊施設  

13 土地区画整理事業が施行された
土地の区域内の建築物（事後報告
の対象は、予定建築物の用途が専
用住宅又は第一種低層住居専用地
域に建築可能な兼用住宅に限る。） 

H19.3.16 

９ 土地区画整理事業が施行された
土地の区域内の建築物 

 

14 やむを得ない事情による建築、
用途の変更等  10 やむを得ない事情による建築、

用途の変更等  

 ⑴ 既存の土地利用を適正に行
うために必要な最低限の管理
施設の建築 

R4.3.23 
 ⑴ 既存の土地利用を適正に行

うために必要な最低限の管理
施設の建築 

６月議会 
上程予定 

⑵ 建蔽率、容積率に余裕がない
敷地において増築を行うため
の敷地の拡大 

 
⑵ 建蔽率、容積率に余裕がない

敷地において増築を行うため
の敷地の拡大 

 

⑶ 相当期間適正に利用された建
築物のやむを得ない事情による
適格性の解除 

H16.9.13 
 

H29.4.1 

⑷ 相当期間適正に利用された 
建築物のやむを得ない事情によ
る用途変更 

 
⑶ 相当期間適正に利用された
建築物のやむを得ない事情に
よる用途変更 

 

⑸ 収用対象事業等により開発 
許可を受けた住宅団地内の未利
用敷地での住宅の建築 

H18.12.6 
⑷ 収用対象事業等により開発
許可を受けた住宅団地内の未
利用敷地での住宅の建築 

 

15 知事指定の区域（既存集落）に
おける自己用住宅 H24.9.11  H29.4.1 

16 南丹・福知山・舞鶴都市計画区
域内の線引き以前からの宅地にお
ける自己用住宅 

H20.5.19 
 

H29.4.1 

17 知事指定の区域（線引き以前に
概成した住宅団地）における自己
用住宅 

H17.3.17 
 

H29.4.1 

18 特定流通業務施設  11 特定流通業務施設  
19 農産物直売所  12 農産物直売所  
20 南丹・福知山・舞鶴都市計画区
域における地元農産物等を原材料
とする製造施設 

 
13 地元農産物等を原材料とする製
造施設  

21 社会福祉施設  14 社会福祉施設  
22 その他やむを得ないもの 

 

15 古民家を活用した観光振興のた
めに必要な宿泊・飲食等の提供の用
に供する施設への用途変更 

 

16 その他やむを得ないもの   



 

 
 

資料２ 

資料１の「４ 今回条例化する基準」について 

（１）付議基準第６項「災害危険区域等からの建築物の移転」 

※本資料は土砂災害を例に作成  

 

例えば・・・ 

市街化調整区域の土砂イエロー 

ゾーン内に存在する住宅などを 

周辺の災害ハザードエリアに指 

定されていない市街化調整区域 

の土地に移転する場合 

 

 

 

 

 

 

 

（２）付議基準第 10 項第 1 号 

「既存の土地利用を適正に行うために必要な最低限の管理施設の建築」 

※本資料は露天駐車場を例に作成  

 

例えば・・・ 

 市街化調整区域内の露天駐車場の 

出入口に車両の出入りを管理する 

建築物を建築する場合 

 

 

※必要最低限の施設に限る 

 

 

 

従前と同等の建築物を建築 

土砂レッドゾーン 

土砂イエローゾーン 

露天駐車場 

移 転 

除却 

管理棟を建築 
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１） 亀岡運動公園競技場改修について 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年５月２５日（水） 

まちづくり推進部都市整備課 

  



亀岡運動公園競技場改修について 

 

老朽化した公園施設の更新及び大規模な大会の誘致を目指す京都スタジアムとの一

体的な利活用を図るほか、市民サービスの向上にも寄与するため設備の改修を図りま

す。 

 

１． 亀岡運動公園競技場メインスタンド改修 

社会資本整備総合交付金事業（都市公園事業） 

工事予算規模：２00,000 千円 

工 事 概 要 ： トイレ改修 

  ロッカールーム・シャワー室更新 

  研修室更新 

  フィールド門扉改修 

 

２．亀岡運動公園競技場フィールド芝舗装改修 

学校施設環境改善交付金事業（ラグビー場） 

工事予算規模：１５５,000 千円 

工 事 概 要 ： 競技場フィールド芝舗装改修設計 

  競技場フィールド芝舗装改修工事 

 

３．亀岡運動公園競技場夜間照明設備整備 

社会資本整備総合交付金事業（都市公園事業） 

工事予算規模：２５３,000 千円 

工 事 概 要 ： 競技場照明設備整備工事 

 

４．亀岡運動公園競技場第三種公認改修工事 

工事予算規模：２５7,600 千円 

工 事 概 要 ：  ウレタン舗装改修 

  グランドコート施設整備 



ク二ッテルウッドランド

第5 駐車場

4

6

平 面 図 S=1/500

芝生改修設計業務委託

トイレ・更衣室等改修工事

照明設備新設工事

芝生改修工事

照明設備新設工事 照明設備新設工事

照明設備新設工事三種公認更新工事



 

扉 改修対応 

灯具 改修対応 

灯具 改修対応 

議会視察による意見 
・扉、灯具、外壁塗装等同時にできる

修繕工事は、実施したほうがいい。 
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鶏卵Ｇ Ｐ （ 選別包装） センタ ー建設補助事業について 

 

 

１  趣  旨 

  市内で鶏卵の採卵農場を 経営し ている 農業者が薭田野町太田地内に新たに

鶏卵Ｇ Ｐ（ 選別包装） センタ ーを建設するこ と に対し 、国の補助金の交付を 受

け、 事業支援を 行います。  

  当該施設の建設により 、農場で採卵し た鶏卵の店舗への出荷にあたり 、輸送

コ スト の削減、 鶏卵の品質向上及び販路の拡大につなげるこ と ができ ます。  

 

 

２  事業概要 

 【 目的】  

  鶏卵Ｇ Ｐ （ 選別包装） センタ ーの本市での建設を 補助するこ と により 、  

  新鮮な卵の販売及び廃棄ロスの削減、 Ｃ Ｏ 2 排出量の削減等により 環境 

  負荷の軽減を 図ると と も に、 畜産業の振興を目的と し ています。  

   

 【 事業実施主体】  

  亀岡Ｇ Ｐ センタ ーコ ンソ ーシアム（ １ ３ 団体で構成する組織）  

   ※事務局： 有限会社三和鶏園 

   

 【 施設概要】  

  鶏卵Ｇ Ｐ （ 選別包装） センタ ー 

   〇構造   鉄骨造 

   〇面積   7, 767 ㎡（ う ち補助対象面積 7, 123 ㎡）  

 

 【 事業費】  

  総事業費  2, 904, 000 千円   

         内訳 鶏卵梱包施設         1, 529, 000 千円 

            洗浄装置、 殺菌装置        76, 891 千円 

            洗浄・ 殺菌装置に付属する設備  253, 109 千円 

            選別機、 検卵装置、 その他設備 1, 045, 000 千円 

   

 【 補助概要】  

   〇補助金名称    畜産振興事業費補助金 

   〇国庫補助金名称  強い農業づく り 総合支援交付金 

   〇補助金額     839, 954 千円 

 



A4

JR並河駅

GPセンター

建設予定地



A4

GPセンター

建設予定地
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亀岡市土づく り センタ ー有機肥料生産用車両の整備について 

 

 

【 趣旨】  

 亀岡市土づく り センタ ーは、家畜糞尿と も み殻を混合し て発酵さ せ、適正な品質管理

のも と でどんな作物にも 適合する有機肥料生産を行っ ています。  

 令和４ 年２ 月９ 日に発生し まし た土づく り センタ ーにおける 火災において焼失し た

車両について、肥料生産作業の根幹に必要な車両であり 業務に支障をきたすため、 早急

に調達する必要があるこ と から 、それら の車両う ち市所有車両２ 台に係る新車導入費用

の一部を支出するも のです。  

 

【 新規導入車両】  

     〇４ ト ンダンプ（ 三菱ふそう FA）  

     〇マニアスプレッ ダー（ HST駆動 スーパービータ ー仕様）  

 

【 支出区分】  

   〇業務委託料 

      ４ ト ンダンプについて、市は取得費用の 1/2 を指定管理料と し て支出する 

   〇購入費補助金 

      マニアスプレッ ダーについては、 作業用に緊急に必要であるため、先に農 

      業公社が車両を購入し 、 市は取得費用の 1/2 の額を補助金交付する 

 

 

名称 ダンプ マニアスプレッダー

被害車両車種
車両形状　型式

三菱ファイター（籾殻運搬車）
PDG-FK71F

デリカ（堆肥散布機）
DMA-252-S

所有者 亀岡市 亀岡市

被害程度 全焼 全焼

火災被害を受けた車両の
車両番号

京都１００せ９８６

新車購入・修理金額 新車購入　11,830,000円 新車購入　7,430,000円

亀岡市負担額 5,915,000円 3,715,000円

市農業公社負担額 5,915,000円 3,715,000円


